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平成２８年度 区有施設整備アドバイザー意見聴取結果 

 

１ 「区有施設見直し計画（素案）の作成に向けた検討素材」の作成に向けて 

アドバイザー意見 区の考え 

（１）平成２５年に区で実施した「区有施設見直しのた

めのアンケート」の結果を踏まえて検討を進めること

を明示すべき。 

「区有施設見直しに関する区民ア

ンケート」の結果を踏まえた検討を

行っていくことを明示する。 

（２）区民にとってわかりやすい資料となるよう工夫す

ることが重要であり、「今後の区有施設の更新経費の試

算」や「将来人口の変化の見込み」などをグラフ化し

て載せることなどを検討すべき。 

グラフや図などを活用し、視覚的に

わかりやすい資料となるよう工夫

する。 

（３）施設の複合化（複数の機能の施設を一つの建物の

中にまとめること）や多機能化（一つの建物・部屋に

複数の機能を持たせること）は、区有施設見直しの手

法の一つとして有効な選択肢であるが、複合化や多機

能化を行うこと自体が目的なのではなく、それらによ

ってどのように施設サービスを向上させるかという視

点が重要である。 

ご意見を踏まえた記載を工夫する。 

（４）平成２６年３月に策定した「区有施設見直し方針」

において既に定めている内容と、今後検討していく内

容を明確に分けて区民に示すことが重要であり、そう

することにより、区民が「何について意見を出せばよ

いのか」がより明確になる。 

既に「区有施設見直し方針」で定め

ている内容については、その旨わか

るような記載を工夫する。 

（５）区民への説明会は、単純に数多く実施すればよい

というものではなく、曜日や時間、説明会の形式など

について様々なパターンを組み合わせて実施する工夫

を検討すべき。 

ご意見を踏まえた記載を工夫する。 

（６）計画の素案を公表する前の段階で検討内容につい

て区民に公表するという取組を行っている自治体は、

あまりないと思う。こうした取組を行うことは良いこ

とだと考える。なお、この取組に過大な時間と労力を

かけるのではなく、その先の取組である計画（素案）

の作成作業とのバランスを考えながら取組を進めるこ

とが重要である。 

ご意見を踏まえて検討する。 

（７）区の施設の老朽化が進んでいる事実と、老朽化の

進んだ施設のすべてを新しくすることは財政的にでき

ないことをきちんと公表して、区民に理解してもらう

ことが重要である。 

区有施設見直しの取組が必要な理

由については、丁寧な説明に努めて

いく。 
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アドバイザー意見 区の考え 

（８）将来的にすべての区有施設を持ち続けていくこと

は財政面で厳しいことを明確に示した上で、区として

「今後４０年間で区有施設の総量（総延床面積）の１

５％の縮減を目指す」という目標を立てたこと、その

具体化を今後進めていくこと、という流れを分かりや

すく示すことが重要である。 

ご意見を踏まえた記載を工夫する。 

（９）具体的な施設量の縮減を検討していくに当たって

は、すべての区有施設のあり方を一度に決めるという

やり方は現実的でなく、例えば「今後１０年間で築６

０年目を迎える施設」について取扱いを検討し、順次

その他の施設について検討していく、といったやり方

が適当である。 

ご意見を踏まえて検討する。 

（１０）施設の長寿命化は、単純に全施設の建て替え時

期を延ばすだけではコストのかかる時期を先延ばしす

るだけになってしまう。どういう施設を長寿命化する

のか、という考え方を整理した上で取り組む必要があ

る。 

長寿命化については一定のルール

を作った上で取り組んでいく。 

（１１）区有施設の見直しに当たっては「施設と機能の

分離」（施設用途の転換、施設機能の集約や代替等）

の視点が重要である。施設の用途別に見直しの検討を

すると、そうした視点を忘れがちなので、注意して取

り組むべきである。 

ご意見を踏まえた記載を工夫する。 

 

２ その他 

アドバイザー意見 区の考え 

（１）今後、具体的な施設について区の考えを示す段階

では、住民参加によるワークショップなども検討し、

参加者から出てくる複数の案と行政側の案を含めて議

論していく手法も検討すべきである。 

ご意見を踏まえて検討する。 

（２）他自治体での取組事例として、施設全体を「集会

機能の施設」、「学校関連施設」など施設種別ごとに４

グループ程度に分類し、各グループごとに縮減を含め

た見直しの検討を行った例がある。個別の施設につい

て存続か廃止かを検討する前に、そうした大括りの視

点での検討を行うことも有効である。 

 

 


